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2021.12.10(一社) 建築設備技術者協会のBIM活動について

1．協会での位置づけ･参加メンバー

2．活動内容報告

2-1. 施工で活用するオブジェクトのパラメーターについての提案
部会2(BLCJとの協議)

2-2. 建物管理のためのオブジェクトの整理と今後の活用について

2-3. 建物管理で活用するオブジェクトのパラメーターについての提案
部会2(BLCJとの協議)

2-4. BIMの普及活動
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2021.12.10(一社)建築設備技術者協会の活動について
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技術分野 委員会/WG実施体制

省エネ
脱炭素化

C-0 地球環境委員会

C-1 ZEBの普及推進に係る調査研究

C-2 都市scaleの建築設備の活用に係る調査研究

防災/BCP
安全/安心

C-3 耐震・耐風設計の基本的考え方の周知、設備システムの機能確保方法の推進

C-4 建築設備における浸水被害に対する実態調査

C-5 建物・都市の防災性能に係る調査研究

C-6 室内環境の適正化・健康/ウェルネス/(感染症対策)に係る調査研究

情報化DX/ICT 

C-7 空調熱負荷に係る計算プログラムの普及促進

C-8 建築設備におけるBIM活用に係る調査・研究

C-9 建築・都市におけるICT（情報化技術）に係る調査研究

■建築設備技術者協会におけるBIM検討ワーキングの位置付け



2021.12.10１．参加メンバー

建築設備技術者協会 副会長（WG長）

学識者 樋山恭助（明治大学）

設計事務所 (株)日建設計
(株)日本設計

施工会社 清水建設(株)
(設計部を含) (株)竹中工務店

(株)関電工
新菱冷熱工業(株)
高砂熱学工業(株)

建物管理会社 日本空調サービス(株)

事務局 建築設備技術者協会

（敬称略･50音順）
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･建築設備分野に関わる学識経験者、設計事務所、施工会社（ゼネコン･サブコン）、建物管理会社で
構成されている。



2021.12.10

1)「建築分野におけるBIMの標準ワークフ
ローとその活用方策に関するガイドライ
ン(第1版)」

4

2．活動内容報告

建築BIM環境整備部会で示されたワークフロー 1)

１新たな業務：ライフサイクル
コンサルティング業務

２新たな業務：維持管理BIM
作成業務

3新たな業務：施工技術コンサ
ル業務

4設備設計者・施工者の取り
組むべきBIM業務
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2．活動内容報告

１新たな業務：ライフサイクル
コンサルティング業務

２新たな業務：維持管理BIM
作成業務

3新たな業務：施工技術コンサ
ル業務

4設備設計者・施工者の取り
組むべきBIM業務

2-2. 建物管理のためのオブジェクトの整理と今後の活用について
2-3. 建物管理で活用するオブジェクトのパラメーターについての提案

部会2(BLCJとの協議)

2-1. 施工で活用するオブジェクトのパラメーターについての提案
部会2(BLCJとの協議)

今後の検討課題

今後の検討課題



2021.12.102-1. 施工で活用するオブジェクトのパラメーターについての提案

BLCJで進めているBIMライブラリーの
標準化について、協会WGにて意見を
集約し、意見交換を行っている。

BLCJ設備分科会
仕様属性情報一覧・機器分類コード一覧
変更案
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【記号の定義】
◎：必須
●：推奨
〇：項目はあるが空欄のままとし

設計が進んだ段階で都度入力
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■機械設備の例

1. 下記の利用目的のためパラメーターを必須項目に変更（●,○ ➡ ◎ 赤枠項目）
利用目的
① 静圧計算および能力チェックに必要な流量、静圧損失および機外静圧
② 揚程計算および能力チェックに必要な流量、圧力損失および揚程
③ 耐圧区分のチェックに必要な最高使用圧力、コイル耐圧
④ 騒音計算に必要な騒音レベル（オクターブバンドレベル）
⑤ 耐荷重計算に必要な運転重量

２．上記以外の変更内容
① 空調機の空気温度（DB、WB）は“○”から“●”に変更したい
② 加湿量は「施設管理モデル」も“〇”から“●”に変更したい

2-1. 施工で活用するオブジェクトのパラメーターについての提案
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2021.12.102-1. 施工で活用するオブジェクトのパラメーターについての提案
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■電気設備
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･施工から維持管理に引き継ぐオブジェクト･パラメーターの順位は以下として提案

a．機器オブジェクトの位置とパラメータ
・BLCJ Ver. 1にてオブジェクト･パラメーターのリストは公開している(‘21.3月公開済)。
・公開しているリストについて必要パラメーターを提案する

b．操作系オブジェクト（ダンパ、バルブ）･メーターオブジェクトの位置

c．操作系オブジェクトパラメータ
・ダンパ、バルブは開度パラメータ
・ BCP運用時の開閉パラメータ
・リレー(電気)の設定
・照明の調光設定･人感センサー設定
・メータはツリー形状(親･子メーターの関連)が判るとよい

d．配管、ダクトの３Ｄデータ 自動制御のセンサー位置

e．自動制御のパラメータ

■ 維持管理へ受け渡すBIMデータ（オブジェクト･プロパティ）についての今後の整備方針案

※1 BLCJ Ver. 1では機器のみを
定義している。操作系は今
年度リリース予定

※2 維持管理データとして取り
扱うためにはBIMデータの
軽量化が重要である

※3 自動制御についてはBIMで
の入力方法･活用方法につい
て今後の議論が必要。現状
では、計装図の制御内容が
データ化（BIMのデータ
ベース的利用）できていな
い

2-2. 建物管理のためのオブジェクトの整理と今後の活用について

現状

将来
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2-3. 建物管理で活用するオブジェクトのパラメーターについての提案

■維持管理 BLCJ「設備」属性項目Parameter編成

50
050 100 150 200 250 300 350 370 400 430 450 500 550 600 650 700 800 850 100 600 100 200 300 500

パラメー
ター

タイプ

企業コード ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 企業コード

企業名 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 製造元

企業URL ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ URL

分類コード ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 分類コード

分類グループ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 分類グループ

製品グループ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 製品グループ

メーカー型番 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ モデル

型式名称 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 説明

製品写真(ｻﾑﾈｲﾙ) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ タイプのイメージ

3Dファイル形式 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ rfa

製品リリース年月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 製品リリース年月

製造停止年月日 -

製品出荷対象 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 製品出荷対象

ﾃﾞｰﾀ作成ｿﾌﾄVer ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ -

BLCJ仕様ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 仕様書バージョン
参照している仕様書
等のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 参照している仕様書
等のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

※シリアルナンバー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
※製造年月日 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

著者 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● Author

製造者名 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● （製造元）

製造者ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● （URL）

〈仕様書〉記述 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
〈仕様書〉参照 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
商品情報 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
リビジョン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
〈分類〉ｺｰﾄﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
〈分類〉ﾀｲﾄﾙ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
〈分類〉版 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
版 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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Parameter

【Equipment management in

BOS General 一般

 

I
t
e
m
s

消
火
機
器

厨
房
機
器

施設管理モデル

【記号の定義】
◎：必須
●：推奨
〇：項目はあるが空欄のままとし

設計が進んだ段階で都度入力
空欄：自由に使用する。必要に

応じて使用する。

〇黒色および赤色で記載のものは、
ＢＬＣＪで入力ただいた情報。

〇緑色のものについては、新たに追加
もしくは変更した情報



2021.12.102-4.BIMの普及活動
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図面表現

・BIM図面を2D図面(ペーパー)として納品
・データ納品はDXFに変換
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平面図と機器表が連動

2-4.BIMの普及活動

BIMの利用 4.日本設計 2D利用による作図例
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３Ｄ表示

・建築図は2D平面図(AUTOCAD)を利用
・機器はパーツとして配置

(浮いている状態)
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BIMの利用 4.日本設計 2D利用による作図例

2-4.BIMの普及活動
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機器プロパティ

機器はパーツとして配置 → データベース化(機器表と連動)
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BIMの利用 4.日本設計 2D利用による作図例
2-4.BIMの普及活動



2021.12.10
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2-4.BIMの普及活動



2021.12.102-4.BIMの普及活動
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